用語解説
逸脱：CCPにおいて、コントロール、モニタリングしている変動値が許容限界を超えること。 逸脱が起きた場合には是正措置を必要とする。
Operating Limit：オペレーティング・リミット: 許容限界にある程度余裕を持った基準で、品質保持のために決められることもあるが、許容限界を逸脱することがないように、管理される、作業上の基準。
科学的証明（妥当性確認）：Validation：HACCPシステムで行っている行為がハザードをコントロ
ールしていることが正しいことを科学的に証明すること。 Verificationの一部とされる (NACMCF)。
危害要因：ハザード（Hazard）：日本では「危害」と言われるが、危害を起す要因であって、危害そのものではない。
許容限界：Critical Limit：クリティカル・コントロール・ポイントをコントロールしなければならない限界の値。 日本では「管理基準」と言われることもあるが、この限界を超えた場合には、食品の安全性が保てなくなる限界値。 この限界を超えた場合には、常に「是正措置」を必要とする。 上記のOperating

Limitとの区別が必要。
検証：Verification：HACCPシステムがHACCP計画通りに行なわれていることを確かめるためのモニタリング以外の活動。 Validationを含む。
Codex: Codex Alimentarius Commission、食品規格委員会。 世界保健機構（WHO)と食糧農業機構（FAO)が共同して設立した委員会。 食の安全に関する世界的な規格作成を行う。
FDA: 米国連邦食品・医薬品庁。いろいろな仕事をするが、食品の安全性（食肉食鳥肉製品を除く）に責任を持つ。
補正、較正： (Calibration)。 計測機器、装置を、正確さを保つように調節すること。
是正措置：CCPでコントロールされている変動値が許容限界を超えた場合にとるべき、製品の処置を含めた措置。 許容限界以内で作られたことが確認できない製品は、そのままでは出荷できない。 是正措置には製品の処置の他に、コントロールを取り戻す調整、それに再び許容限界の逸脱が起きないように原因を追求して改善すること、それにその記録も含まれる。
HACCP: Hazard Analysis and Critical Control Pointのアクロニム。日本では往々にして「危害分析と重要管理点」といわれるが、正しい意味からすると、｢危害要因分析と必須管理点｣とすべきであろう。

HACCP計画：起き易い、あるいは重大な危害を及ぼす恐れのある危害要因を系統的に管理して食の安全確保を目指す計画。
HACCPシステム：HACCP計画を実施した結果。
ハザード：危害要因：生物的、化学的、物理的要因で、コントロールをしなければ食品を介してヒトに健康的な危害を与える可能性のあるもの。 危害そのものではなく、危害を起す要因。
必須管理点：Critical Control Point（CCP)：日本では誤って「重要管理点」と言われるが、その点のコントロールを失えば、最終製品に危害要因が受容できないほどに残る点であり、正しくは「必須管理点」である。
モニタリング：監視とも言われるが、CCPにおいて、観察、測定している変動値が許容限界を超えることのないように、適切な頻度で監視し、記録すること。
USDA: 米国連邦農務省。この中にあるFSIS (Food Safety and Inspection Service)

が食肉食鳥肉製品の検査と安全に責任を持つ。
NACMCF：(National Advisory Committee on Microbiological Criteria for Foods)食品微生物基準全米諮問委員会。1988 年に米国政府の諮問機関として発足。HACCP の原則を初めて定義した機関で、その後もHACCP 原則とガイドラインを発表してきている。このワークショップは1997 年8 月14 日採択のガイドラインをベースにしている。Codex Alimentarius あるいはNACMCFのガイドラインが国際的にHACCP の考え方を表している。

